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( 2 )面内力r Cょるせん断の実験を報告 した。本報は ,壁 状に切 り出し成形 した合成壁 r c面内水平力を加力し,
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【Xか らなる全せい 24 7れの合成壁である。試験変数は接合面のシヤ
ーコネクタの有無 (」P 8 6 0 - H , J  P 8 6

- H )だ けである。図-1に 形状寸法を示す。材料の性質は前毅を示 した。   2 . 2  加 力と測定  当 社

大型実験棟の 200 t床 に試験体 を固定 し,連 動式

500 t油圧 ジャッキ2台 ,70 0 tロ ー ドセル 2台 を用い

て加力 した。加力点は壁脚部 より2π 高さで ,部 材

角 0.5 / 1 0 0 0 , 1 / 1 0 0 0 , 2 / 1 1 X X l , 4 / 1囲で
一回の一方向

繰 返 し載荷を行ない ,5サイクル時に破壊させた。測定

は全体変位を加力点位置の壁中央部 ,一 般部 と」.

BO Xと の接合面の鉛直 ・水平ずれ変位 ,壁 のせん断

断変形 ,壁の抜け出し。めり込みによる回転変位を 高 感

度変位計で検出した。鉄筋の歪度はW.S . Gで 行なつた。

3.実 験結果とその検討   3 . 1  破 壊性状 写
一

1に ひびわれ状況の一例を示す。両試験体 とも,一

般部rcは引張側か ら先づ曲げひびわれ ,続 いて斜め
図-1

せん断ひびわれが生 じ,」. B O Xで は接合面か ら斜めせん断ひびわれ

がみられた。なか,い づれも圧縮側脚部のコンクリ
ー ト圧壊を伴な

い破壊 した。JP 8 6  C―Hは 」P8 6 - Hに 比べ ,第 4サ イクル(τ■23 % )

までのひびわれが非常に少なかつた。 しか し,両 試験体のシヤ
ーコ

ネクタ有無によるひびわれ性状の相違は,外 観上 ,顕 著でなかつた。

3. 2  τ ～ δ曲線  両 試験の τ
～ δ曲線を図-2に 示す。 (τ :

合成壁全断面に対する平均せん断応力度 ,δ :加力点位置と壁脚部

ベースとの相対変位 )。両試験体の包絡線は ,斜 めせん断ひびわれ  写 - 1   ひ びわれ状況 (破壊時

発生後,次 第に緩勾配に変化しながらも強度が上昇 し:部 材降伏 した後最大耐力を示し,耐 力低下した。

摯

リ

ズ [曹1水平1船̀
0 c

(xl0r) 面
ふ
車 高

m
，̈
，同
レ
”
ケ
¨

И螂の
２３‐

３
　
”

ん

新

Ｈ
０

一
Ｄ

”
離
加 (001)

“
蛇
ｍ

賢

寿

沢
　
田

入
　
武

注) 1' P3T三 'As/bD(′ ゃ―コネタ′
―も考慮した接合鉄筋比 ) b:饉 厚(80")      *5)

*2)短 形に換算した壺の全■(この内.」 30Xの■さは90")  D:螢 全せい(247“ )

計算式  tu~。 192 PsT・ ●sy+295(ゆ /“ )と の比率.

0  カ ソコ` )は コンクリ
ー ト強度を考慮 し ' / F c に ついて示 したもの。               A c
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TシァIの肇轟=L菫ピ重験結果 :λ″三標署:炎=``|(鉄筋を考慮)

曲げひびわれ強度 M = 1 . 8瓶 二z e  図 斜めせん断初ひびわれ強度 Q = t・ I e√ c t 2 / sの
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・配筋試験体の断面形状




